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議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
10
％
削
減
案 

賛
成
１
０
名 

反
対
１
７
名 

再
度
否
決 

 市
議
会
議
員
は
皆
さ
ま
の
声
の
代
弁
者
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
生
活
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
な
か
、
市
議
会
議
員
報
酬
が
満
額
支
給
さ
れ
る
こ

と
は
、
市
民
の
一
人
と
し
て
到
底
納
得
で
き
な
い
。 

 28
名
の
市
議
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
常
収
支
比
率
９
５
．
９
％
の
当
市
に
お

い
て
、
住
民
と
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、
現
状
を
克
服
し
よ
う
と
す
る

こ
の
議
案
が
再
度
否
決
さ
れ
、
暗
澹
た
る
思
い
で
あ
る
。 

     

   

 

 

市
議
報
酬
及
び
期
末
手
当
10
％
削
減
・
コ
ロ
ナ
対
策
基
金
創
設
案 

 
 

さ
く
ら
会
、
公
明
党
、
自
由
民
主
さ
く
ら
の
反
対
に
よ
り
否
決 

 
 

な
ぜ 

市
長
給
料
削
減
案
可
決 

市
議
報
酬
削
減
案
否
決 

 

（会派） 市民オンブズマンひまわり会 

あ
な
た
の
声
を
政
策
に
し
ま
す 

秋
も
深
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

議
会
で
も
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
議
会
時

間
の
短
縮
、
傍
聴
自
粛
、
意
見
交
換
会
中
止
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
各
委
員
会

等
の
動
画
配
信
の
実
現
に
向
け
、
議
長
の
諮
問

機
関
で
あ
る
議
会
改
革
推
進
委
員
会
の
設
置
を

議
長
に
求
め
ま
し
た
。
開
か
れ
た
市
議
会
の
た

め
に
、
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。 

 

８
月
議
会
で
は
、
宇
田
み
お
こ
が
会
派
を
代

表
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 

市
民
生
活
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
基
金
創
設
を 

議
員
10
名
で
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
10
％
削
減
費
に
加
え
、
常

任
委
員
会
等
の
視
察
中
止
に
伴
う
議
会
費
削
減
費
（
約
１
，
５
０
０

万
円
）
及
び
寄
付
等
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
影
響
を
受
け
た

地
域
経
済
及
び
住
民
生
活
支
援
等
の
た
め
の
新
た
な
基
金
の
創
設

を
求
め
る
決
議
案
を
提
出
し
た
。 

 

       宇田みおこ 代表質問項目        市議会だより（11月１日発行）をご覧ください 

                        ★佐倉市議会ホームページ本会議録画配信中 

１．新型コロナ感染症対策の財源確保  

①経常的経費の削減 ②令和２年度一般会計予算の組替え  

③新型コロナウイルス感染症対策のための基金創設 

２．新型コロナ感染症拡大防止対策 

①市内クラスター発生時の前後の対応 ②教育現場での感染拡大防止対策  

③地域医療支援・介護支援について ④避難所運営 

３．長期化するコロナ禍における子どもたちへの支援  

①子どもたちの心のケア ②教育の充実 

４．佐倉市の審議会等について ①現状の審議会等について ②今後の課題 

５．鳥獣被害対策（さる・イノシシ被害等） ①鳥獣被害対策専門班等の設置 

財
源
確
保
の
た
め
市
長
等
特
別
給
与
10
％
削
減 

 

私
の
代
表
質
問
直
前
に
議
案
第
17
号
が
追
加
提
出
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
２
年
10
月
１
日
～
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
上
下
水
道
管
理

者
の
月
額
給
料
10
％
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
減
額
総
額
は
１
８
９
万

６
千
円
だ
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
に
充
て
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

 

 

今
議
会
で
、
執
行
部
か
ら
削
減
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
が
執
行
部
に
届
い
た
結
果
だ
と
安
堵
し
て
い
る
。 

 

 

新佐倉図書館新町活性化  複合施設工事に係る契約議案  結

果 

さ

く

ら

公

明

党 

自

民

さ

市民

ネッ

ト 

共

産

党 

オ

ン

ブ

高

橋 

稲

田 

玉

城 

コロナ対策財源確保
関　連　議　案

結果
さく

ら会

公明

党

自民

さく

ら

市民

ネッ

ト

共産

党

オンブ

ズひま

わり

高橋 稲田 玉城

市長等特別職給料の10％削減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市議政務活動費の一律5万円減額 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇

市議報酬・期末手当10％削減 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域経済や住民生活支援の基金創設 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
政
務
活
動
費 

一
律
５
万
円
を
返
納
へ 

 さ
く
ら
会
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
令
和
２
年
度
政
務
活
動
費
の
一
律

５
万
円
の
返
納
案
が
提
案
さ
れ
た
。 

 政
務
活
動
費
（
市
議
一
人
当
た
り

４
８
万
円
）
と
は
、
議
員
が
行
う
調
査

研
究
、
そ
の
他
の
活
動
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
支
給
さ
れ
る
費
用

で
あ
る
。
一
律
の
減
額
は
市
議
と
し

て
の
活
動
を
狭
め
か
ね
な
い
が
、
コ

ロ
ナ
対
策
費
捻
出
の
た
め
議
会
費
削

減
は
必
須
で
あ
る
た
め
、
提
出
者
に

名
を
連
ね
さ
せ
て
頂
い
た
。 

 

返
納
総
額
は
、
１
４
０
万
円
だ
が
視

察
中
止
費
と
合
わ
せ
５
３
２
万
円

が
、
子
ど
も
た
ち
の
感
染
症
対
策
に

充
て
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

  

誰
も
が
参
加
で
き
る
こ
の
基
金
の
創
設
に
よ
り
、
長
期
化
す
る

コ
ロ
ナ
対
策
・
影
響
を
受
け
た
地
域
経
済
や
、
住
民
の
生
活
へ
の

支
援
が
継
続
的
に
可
能
と
な
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
発
議
案
も

さ
く
ら
会
・
公
明
党
・
自
由
民
主
さ
く

ら
の
反
対
に
よ
り
賛
成
１
０
、
反
対

１
７
で
否
決
さ
れ
た
。
反
対
理
由
は

明
ら
か
で
は
な
い
。 

  



建
設
工
事
あ
り
き
で
は
な
く 

市
民
の
声
を
聞
く
耳
を 

市
の
現
状
を
把
握
し
、
市
民
の
方
々
の
ご
意
見
を
広
く
拝
聴
し

な
が
ら
、
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
が
、
肝
要
で
あ
る
。
経
済
活
動

と
市
民
生
活
の
安
定
を
取
り
戻
す
め
ど
が
立
っ
た
後
に
改
め
て
よ

り
良
い
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
な
の

だ
ろ
う
か
。
国
の
交
付
金
の
関
係
で
、
国
と
の
信
頼
関
係
を
守
る
こ

と
は
重
要
だ
が
、
そ
の
た
め
に
市
民
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
崩

し
て
し
ま
っ
て
は
、
本
末
転
倒
で
は
な
い
か
。 

「
図
書
館
と
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
の
優
先
順
位
は
？
」
と
の

問
い
へ
の
教
育
長
の
回
答
は
、「
生
涯
学
習
の
場
を
設
け
る
こ
と
も

大
切
な
施
策
で
あ
る
。」
。
ま
た
市
長
回
答
も
同
様
で
あ
っ
た
。 

 

宇田みおこＨＰ udamioko.org 

宇
田
み
お
こ 

８
月
議
会
代
表
質
問
よ
り 

     

      

議
会
最
終
日
「
新
佐
倉
図
書
館

新
町
活
性
化
複
合
建
設
工
事
」

に
係
る
議
案
３
件
追
加
提
案 

 

図
書
館
新
築
建
設
落
札
業
者
の
前
田

建
設
に
関
し
、
９
月
７
日
付
産
経
新
聞
に

「
学
校
壁
内
に
不
法
投
棄
か 

前
田
建

設
廃
材
の
石
膏
板
」
環
境
省
の
担
当
者
は

行
政
指
導
の
対
象
に
な
る
と
指
摘
し
て

い
る
と
あ
っ
た
。
宇
田
み
お
こ
は
、
最
終

日
議
会
運
営
委
員
会
で
執
行
部
に
前
田

建
設
不
祥
事
の
件
の
把
握
状
況
等
を
質

問
。
前
田
建
設
と
事
実
確
認
を
含
め
た
協

議
の
開
催
、
並
び
に
改
め
て
広
く
市
民
へ

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
先
決
事
項

で
あ
る
と
考
え
、
関
連
３
議
案
に
反
対
し

た
が
、
さ
く
ら
会
、
公
明
党
、
自
由
民
主

さ
く
ら
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。 

現
時
点
で
の
支
出
額 

約
１
億
４
，
０
５
０
万
円
の
み 

新
佐
倉
図
書
館
建
設
に
係
る
現
時
点
で
の
佐
倉
市
の
支
出
総
額

は
約
１
億
４
，
０
５
０
万
円
で
あ
る
。
国
の
交
付
金
予
定
額
は
９
億

５
０
０
万
円
。
し
か
し
な
が
ら
、
８
月
議
会
で
新
図
書
館
建
設
工
事

関
連
の
議
案
が
可
決
し
た
こ
と
を
受
け
、
佐
倉
市
独
自
の
図
書
館

建
設
予
定
支
出
総
額
は
、
約
２
８
億
４
，
５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。 

  

経
常
収
支
比
率
９
５
．
９
％
の
佐
倉
市 

旧
態
依
然
の
行
政
を
改
め
ね
ば
未
来
は
な
い 

経
常
的
経
費
削
減 

時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減
が
必
至 

約
５
億
円
に
も
な
る
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
削
減
の
実
現
に

向
け
、
働
き
方
改
革
推
進
チ
ー
ム
等
の
設
置
を
求
め
た
。
業
務
を

効
率
化
し
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
削
減
す
る
た
め
の
働
き
方
改
革

の
成
功
事
例
と
し
て
、
長
野
市
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
札
幌

市
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
、
我
孫
子
市
の
文
書
管
理
等
が

あ
る
。
他
市
の
事
例
、 

当
市
の
課
題
等
を
調
査
研
究
し
取
り
組
む

専
門
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
一
刻
も
早
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
努

め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
執
行
部
の
回
答
は
、
「
設
置

は
一
案
だ
が
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
」
で
あ
っ
た
。 

 

     

新
佐
倉
図
書
館
建
設
工
事
費
約
３
７
億
５

千
万
円 

今
必
要
な
の
は
図
書
館
で
は
な
い 

！ 

 

契約関連議案 結果
さく

ら会

公明

党

自民

さく

ら

市民

ネッ

ト

共産

党

オンブ

ズひま

わり
高橋 稲田 玉城

建設工事（前田建設） 〇 〇 〇 〇 × × × × × ×

建機械設備工事 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇

電気設備工事 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇

印
旛
保
健
所
管
内
入
院
ベ
ッ
ド
数
非
公
表 

必
要
と
さ
れ
る
市
民
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
を 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
拡
充
・費
用
の
補
助 

体
制
づ
く
り
を 

介
護
施
設
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
に
は
、
入
所
者
の
行
き
場
の
確

保
が
重
要
で
あ
り
、
他
の
施
設
、
病
院
、
宿
泊
施
設
等
へ
移
れ
る
よ

う
、
体
制
づ
く
り
等
を
求
め
た
。 

松
戸
市
で
は
、
無
症
状
の
高
齢
者
や
高
齢
者
施
設
の
職
員
を
対

象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
抗
原
検
査
費
用
を
１
人
５
０
０
０
円
補
助

す
る
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
佐
倉
市
で
も
、
市
民
へ
の
検
査
費
用

の
補
助
を
求
め
た
が
、
回
答
は
「
否
」
で
あ
っ
た
。 

      
市
民
ネ
ッ
ト
提
案
の
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
料
で
「
い
つ
で
も
、

誰
で
も
、
何
度
で
も
」
受
け
ら
れ
る
体
制
の
構
築
意
見
書
に
は
、
当

会
派
代
表
の
藤
崎
議
員
は
賛
成
し
た
が
、
検
査
体
制
の
崩
壊
の
恐

れ
と
財
源
確
保
が
難
し
い
と
判
断
し
、
私
は
反
対
し
た
。 

  

市
防
災
訓
練
参
加 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

避
難
所
運
営 

在
宅
・
分
散
避
難
も
選
択
肢
に 

      
蓄
電
池
・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
、
簡
易
ベ
ッ
ド
等 

感
染
症
対
策

キ
ッ
ト
を
新
た
に
配
備 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
に
避
難
す
る
際
は
、

マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
体
温
計
等
の
持
参
、
手

洗
い
・
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
並
び
に
自

身
で
の
健
康
管
理
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま

た
日
頃
か
ら
の
食
糧
備
蓄
等
も
忘
れ
ず
に
！ 

パーテーションと 

簡易ベッド 

環
境
保
護
専
門
家
の
登
用
と
有
害
鳥
獣
の
す
み
か
と

な
る
森
林
に
つ
い
て
森
林
環
境
譲
与
税
の
利
用
検
討
を 

市
指
定
文
化
財
佐
倉
市
先
崎
の
鷲
神
社 

見
事
な
本
殿
彫
刻 

『
佐
倉
風
土
記
』
に
は
、『
祭
神
は
明
ら
か
で
な
い
。
承
平
７
年
（
937
）
７
月
７
日
に

朱
雀
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
慈
恵
僧
正
が
創
建
し
平
将
門
の
悪
行
を
取
り
除
い
た
。
行
基

菩
薩
作
の
釈
迦
如
来
像
を
安
置
し
鷲
峰
の
名
に
因
ん
で
鷲
宮
と
呼
ぶ
。』
と
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。 

大
杉
も
樹
齢
千
年
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

 

  

 

 
当
初
の
説
明
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
資

材
置
き
場
と
い
う
こ
と
で
、
周
辺
住
民
は

疑
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
瞬
く
間
に

廃
材
の
山
と
な
っ
た
。 

現
在
は
、
県
と
市
の
環
境
部
が
対
応
に

あ
た
っ
て
い
る
が
、
法
整
備
が
追
い
付
か

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
先
日
、
視
察
し

た
際
も
、
ト
ラ
ッ
ク
が
搬
入
作
業
を
し
て

い
た
。
周
辺
住
民
の
心
情
は
察
す
る
に
余

り
あ
る
。
佐
倉
市
の
覚
悟
を
持
っ
た
対
応

を
強
く
求
め
る
。 

 

自
然
環
境
や
野
生
鳥
獣
の
生
態
な
ど
環
境
保
護
の
専
門
知
識
を
持
つ
専
門
家
を
登

用
し
た
鳥
獣
被
害
対
策
専
門
班
等
の
設
置
を
求
め
た
が
、
回
答
は
「
現
行
体
制
で
着

実
に
実
施
す
る
。」
で
あ
っ
た
。 

有
害
鳥
獣
の
す
み
か
と
な
る
耕
作
放
棄
地
や
人
の
手
に
よ
る
管
理
が
放
棄
さ
れ
た

山
林
が
市
内
各
所
で
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
害
鳥
獣
の
す
み
か
と
な

る
森
林
に
つ
い
て
間
伐
・
人
材
育
成
・
担
い
手
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
、
普
及
啓
発

等
の
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
森
林
環
境
譲
与
税
の
利
用
を
求
め
た
。 

 

佐
倉
市
上
別
所
に
廃
材
の
山
が 

こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
恐
れ
も 

 
 

市
議
報
酬
及
び
期
末
手
当
10
％
削
減
・コ
ロ

ナ
対
策
基
金
創
設
案
提
出 


